
■財務金融委員会で質疑にたつ・・・・・・・3月22日
3月22日、衆議院財務金融委員会が開かれ、安倍総理出席のもと、所得

税法改正案などの審議が行われ、武正公一議員が質疑にたちました。

主な、質疑内容は、

①モスクワG20の共同声明から、日本が財政再建と経済成長の両立を図

ることを引き続き国際公約として取り組んでいくのか。

②日本銀行と政府との合意文書に、政府は財政運営に対する信任を確保

する観点から、持続可能な財政構造を確立するための取り組みを着実に

推進するとの記載があり、その認識を問う。

③日本銀行がより積極的に市中から国債を引き受けることで、国債格付

けが下がる懸念があるが、総理の見解を問う。

④平成25年度予算以降、新規国債発行額を44兆円以内に抑えるという枠

を撤廃していないか。また、消費税増税分を新たに公共事業に充てるといっ

たことはしないとの認識で良いか。

⑤麻生財務大臣は「年央をめどにして、今年半ばまでに、財政健全化目標

を達成するための中期財政計画を立案する」と発言しているが、総理も同

じ認識でよいか。

安倍総理の答弁は、

①財政再建と経済成長の両立は引き続き重要な課題として、新政権でも

財政への信任を確保するために中長期的な財政健全化を図っていくと主

張している。

②（持続可能な財政構造の確立については）国民に対してしっかり約束し

ている。

③国債が暴落しないような財政金融政策を進めていく。

④44兆円の枠については安倍政権において、閣議決定を撤廃していない。

公共事業に消費税を振り向けるということはない。

⑤財務大臣は年央という表現を使っており、割と幅があると考えている。

基本的にそごはない。

安倍総理は、財政再建について国民との約束であることを認めたものの、

その道筋を示すための中期財政計画の作成については、後ろ向きな姿勢

と言わざるをえません。引き続き、財務金融委員会で中期財政計画の進

捗について質していきます。
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財務金融委員会
で質疑にたつ
3月22日、衆議院財務金融委員会が開か
れ、安倍総理出席のもと、所得税法改正
案などの審議が行われ、武正公一議員
が質疑にたちました。

浦和学院高等学校選抜優勝おめでとうございます
甲子園決勝応援に行ってきました。
埼玉県勢の選抜高校野球大会での優勝は、第40回大
会（昭和43年）の大宮工業高等学校以来、45年ぶりの
栄誉です。
浦和学院高等学校の選手の皆さんの健闘に、温かい
拍手を送りたいと思います。

参議院選挙埼玉選挙区の候補予定者に
山根りゅうじ参議院議員の公認決定

民主党が原点に戻り、改革の党として創
生しなければならない今、この参議院議
員選挙が民主党立て直しの第一歩とな
ります。
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■衆議院憲法審査会・・・・・・・・・3月21日、4月4日

武正公一議員が会長代理（幹事）
を務める衆議院憲法審査会にお
いて、「3つの宿題」のうち18歳へ
の投票年齢引き下げについての
協議と、日本国憲法の3章から5
章までの検証が進められていま
す。

武正公一議員は、第3章国民の権利義務の章と第4章国会の章に
関連して、平成18年の民主党憲法提言をふまえて、子供の権利の
保障、犯罪被害者の人権擁護などの実質的な人権保障を実現す
る規定について意見を述べました。

また、新しい人権という観点から、情報社会に対応するプライバシー
権の確立、情報社会におけるリテラシーの確保、知的財産権の憲
法上の明確化というような民主党の提言についても意見を述べまし
た。

■海江田代表と沖縄県を訪問・・・・・・・・・・・3月29日

3月29日、武正公一議員は、海江田万里代表と沖縄県を訪問し、仲
井真弘多沖縄県知事と会談しました。

仲井真知事との会談では知事から「民主党政権下で約３千億円の
沖縄振興予算、基地の跡地利用、税制などについて尽力いただい
たことに沖縄県民を上げて感謝している。今後も基地問題の改善、
解決に向けて力を貸してほしい」と民主党を評価している旨の挨拶

がありました。

海江田代表からは、「野党と
なってしまったが、沖縄県に
寄せる気持ちは変わっていな
い。これからも沖縄の抱える
問題の解決に向けて力を尽く
していく」と表明し、これからも
沖縄と寄り添っていくと応えま
した。
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岩槻・浦和・緑・見沼区で、たけまさ公一とともに より良い地域を実現します

たけまさ公一プロフィール・・・・・・・・・・昭和36年(1961年)生まれ

・・・さいたま市立木崎小、木崎中、県立浦和高校、慶応義塾大学法学部政治学科卒業

・・・・・・・・平成元年、松下政経塾卒業 平成11年4月、埼玉県議会議員2期目当選

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成24年12月16日、衆議院議員5期目当選

【内 閣】前財務副大臣／元外務副大臣

【衆議院】財務金融委員会委員／憲法審査会会長代理／青少年問題特別委員会委員

【民主党本部】総務委員長／税制調査会副会長

松岡 耕一
緑区・県政担当

昭和５１年生まれ

民主党埼玉県第１区総
支部幹事

三神 尊志
市議・見沼区

昭和５５年生まれ
民主党さいたま市議団
総合政策委員会副委員
長／見沼田圃将来委員
会/決算行政委員

神崎 功
市議・緑区

昭和３０年生まれ
民主党さいたま市議団
長／民主党埼玉県連
副代表／総合政策委
員会/予算委員会
議会改革推進委員会

浅野目 義英
県議・浦和区

昭和３３年生まれ
民主党・無所属の会幹
事長／議会運営委員会
次世代人材育成・文化・
スポーツ振興特別委員会

小柳 嘉文
市議・浦和区

昭和４０年生まれ
民主党さいたま市議団
見沼田圃将来ビジョン委
員会／市民生活委員会
／決算行政委員会

石田 昌生
緑区・市政担当

昭和３５年生まれ

民主党埼玉県第１区総
支部幹事

武田 和浩
市議・見沼区

昭和３６年生まれ
民主党さいたま市議団
市民生活委員会
地下鉄７号線延伸事業

高野 秀樹
市議・岩槻区

昭和３５年生まれ
民主党さいたま市議団
副団長／議運委員会
地下鉄7号線延伸事業
化委員会

民主党埼玉県第１区地方議員並びに県政・市政担当者

●浦和事務所 さいたま市浦和区北浦和3-6-11松本ビル2階 TEL 048-832-3810 FAX 048-832-3846

●岩槻事務所 さいたま市岩槻区本町5–5-12 TEL 048-749-6801 FAX 048-749-6802

●国会事務所 千代田区永田町2-1-2第2議員会館312 TEL 03-3508-7062 FAX 03-3519-7715

皆様のご意見・ご要望をお待ちしております メールアドレス voice@takemasa-k.jp

たけまさ公一事務所

井上 將勝
県議・見沼区

昭和５４年生まれ
民主党・無所属の会
福祉保健医療委員会
次世代人材育成・文化・
スポーツ振興特別委員会

あなたも民主党に参加しませんか？
民主党の運営と活動を支え、ともに行動する

党員・サポーターを募集しています。

党員 年会費6,000円
サポーター 年会費2,000円

お申込み、お問い合わせはたけまさ事務所まで

４月２４日（水）国会見学会
時間：午前11時～午後2時
（現地集合、現地解散）
参加費：無料
たけまさ公一からの国会報告も予定しています。
お申込み、お問い合わせはたけまさ事務所まで


